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研究成果の概要（和文）：少子高齢化の進展により、日本は成熟社会を迎えた。こうした状況のもと、高度経済成長期
やバブル期以前に開発された住宅地では、各所で高齢社会にフィットしない環境が顕在化した。本研究では、日本の千
里ニュータウン、中国・上海の田子坊、英国のレッチワース、カナダ・バンクーバーのオークストリートなどを取り上
げ、成熟期を迎えた住宅地がいかに住環境の改善を図っているのかを比較検討した。結果、高齢者への対応だけでなく
、若年世帯の転入を促す施策が持続的発展のためには欠かせないことが分かった。これらの成果は複数の国際学会で公
表し、啓蒙的な図書や雑誌で積極的に公開して社会還元を図った。

研究成果の概要（英文）：Japan has just become to matured society with development of the declining 
birthrate and growing proportion of elderly people. Under this situation, the environment that does not 
fit to elderly people at any places. In this research, I considered how the matured residential area was 
planning for improvement of its residential environment. Senri New Town in Osaka Japan, Tianzifang in 
Shanghai China, letchworth in England, Oak Street in Vancouver Canada and so on were picked up for this 
study. It does not necessary for only correspondence to elderly people but also for the policy which 
promote the moving-in of young household for the sustainable development of matured residential area. 
These outcomes were announced at international academic meeting (for example IGC) and these were 
published aggresively on educating books and journals.

研究分野： 人文地理学

キーワード： 成熟社会　少子高齢社会　成熟住宅地　ニュータウン　持続的発展　バリアフリー　ユニバーサルデザ
イン　住宅再開発

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 バブル崩壊後の長期不況下にあって、少子
高齢化が想像以上のスピードで進展し、今や
「化」が取れた少子高齢社会が現実のものと
なっている。こうした社会情勢のもと、高度
経済成長期～バブル期以前に形成された住
宅地では、高齢者の生活にフィットしない構
造的バリアが住戸の内外に多数出現し、社会
ではバリアフリーやユニバーサルデザイン
に対する関心が高まってきた。 
 その際、共通する制度のもと日本国内にお
いて類似した改善策を比較するよりも、日本
よりいち早く、あるいは少し遅れて少子高齢
化を経験している諸外国の対応例から学ぶ
ことが環境改善には極めて効果的であると
考えられる。 
 
２．研究の目的 
 上の１「研究開始当初の背景」を踏まえ、
日本に不足しているものを比較対象の諸外
国都市の事例から学び、逆に日本が先進的で
ある事例を諸外国に紹介して、今後の都市社
会における生活環境改善のための方途を共
有・提言する。 
 
３．研究の方法 
 地図や統計など、地域分析のための資料収
集から取り組み始め、そこで不明なものにつ
いては、現地踏査やアンケート調査、インタ
ビュー調査で補った。特に高齢化が著しい千
里ニュータウンでは、第一世代の居住者（建
設当初の入居者）へのインタビュー調査が困
難になりつつあり、一刻も早い情報収集が不
可欠である。 
本研究の中心となる比較対象は、日本の千

里ニュータウン、中国・上海の田子坊、カナ
ダ・バンクーバーのオークストリート（41st St.
～46th St.）、英国のレッチワース田園都市で
ある。他の予算も併せて比較参考地域とした
オーストラリア・パースやタイ・バンコク郊
外では十二分な成果が得られなかったが、千
里、上海、バンクーバー、レッチワースでは、
成熟住宅地がもつ個別の問題点のあぶりだ
しに成功した。そののち、これらの地域につ
いての相互比較を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、アカデミックな学界内部
にとどめず一般社会や行政に向けて発信す
ることが社会還元として有益であると考え、
学術専門雑誌よりも啓蒙的な書籍や商業誌
での成果報告を心掛けた。また、日本におけ
る都市地理学の研究成果を海外へ発信する
ため、千里での研究成果を IGC 京都大会で発
表し、それを英語書籍に所収される論文にま
とめた。また、日本・中国・北アメリカの成
熟住宅地や郊外がもつ持続的発展に向けた
課題を比較検討し、上海で開催された国際シ
ンポジウムで発表した（使用言語は英語）。
ここでは、急激に成長している中国大都市の

郊外が数十年後に困難な地域になることを
予測し、中国人研究者に一種の衝撃を与えた。
それは徒歩での生活を基盤としていた中国
の都市社会が、高層住宅居住と自動車や公共
交通機関に依存した通勤社会へ変貌してい
ることから想定される危機である。上海市内
の田子坊や日本の千里ニュータウンでの聞
き取り調査により、高齢者の生活空間は決し
て広くなく、むしろ自宅内やごく近所で完結
していることが分かった。つまり、こういう
状況に至った時に生活必需品を近所で購入
できるかと問われれば、今の中国大都市はそ
のような状況にはない。居住者の大半が非高
齢者である時代には見えない危機が存在す
ることは、現在の千里ニュータウン（同様の
事例は本研究で本格的な研究対象にしてい
ない多摩ニュータウンでも認められる）。 
 千里ニュータウンと上海の他の比較対象
地域では、英国のレッチワース（世界最初の
田園都市だと云われている）が、かつての自
律的な郊外都市からロンドンへの通勤者も
珍しくない郊外都市へと変質している様子
を見聞できた。現在のところ、無作為抽出に
よる聞き取り調査、町役場や観光案内所での
資料収集やインタビューに依存しているが、
ここでも余裕ある住宅配置が高齢居住者に
とっては様々な施設への近接性の低さにつ
ながっていること、自動車が渋滞しにくいラ
ウンドアバウト（日本式ではロータリー）が
歩行者の横断の際に回り道を余儀なくする
こと、道路横断の際に歩行者信号が少ないこ
とに不安を覚える高齢者にも出会った。 
 また、研究代表者が長年継続的に訪問して
調査を続けているバンクーバーでは、研究協
力者の Dadid W. Edgington 教授（ブリティ
ッシュ・コロンビア大学）から有益な助言を
得ることができた。それは、郊外諸都市の成
長に対して、都市圏の中心都市であるバンク
ーバーの人口増加が沈静化し、相対的な地位
低下が心配されているという懸念である。同
じ懸念はバンクーバー市役所の都市計画課
職員からも得ることができた。そして、こう
した心配を払しょくする一環として、10 戸前
後の戸建住宅が 30～40 戸のタウンハウスに
改築されるという民間主導の事業がバンク
ーバー市内の各所で行われており、その集積
地域が今回バンクーバーでメインターゲッ
トとしたオークストリートである。この地区
での調査は現在も継続中であるため、まだ論
文にまとめるには至っていないが、高齢社会
とは関連性が高いバリアフリーやユニバー
サルデザインについては、現地で詳しい観察
や聞き取り調査を繰り返し、その成果を啓蒙
的な雑誌に載せて世に問うた。 
 研究の過程では、関連する文献を積極的に
読み、そのうち本研究に深く関連する著作に
ついては学術専門雑誌に書評を数本掲載し
た。その多くは書評とはいえ編集委員会によ
る査読を経てから掲載されたものである。 
 ところで、本研究で明らかになった成果を



改めて簡潔に表現すれば「成熟住宅地は高齢
者への対応だけに腐心するのではなく、若年
世帯の転入を促す工夫をしなければ持続的
な発展は望めない」となる。 
それは高齢者コミュニティが消費低迷に

より活気を失い、介護ビジネスに特化したよ
うな社会へと変質していくからである。本研
究では、高齢者の比率が高い成熟住宅地にお
いて、住宅の外部空間（屋外）でのバリアフ
リー化の徹底、住宅の内部空間（住戸内）に
おける微妙な段差解消など、改善を要する多
くの点を明らかにできたが、その一方で高齢
者の日常生活行動圏がかなり狭いことも判
明した。したがって、高齢者を対象としたバ
リアフリー化は同時に乳幼児にも優しいユ
ニバーサルデザインに昇華させていく必要
がある。また、コミュニティの持続的な発展
のためには、国内外を問わず高齢者自身が若
年世帯の転入による地域活性化を望む傾向
にあることも分かった。 
 ただ、これを公的な計画で促進するのは難
しく、千里やレッチワースで実施されている
PFI 事業（民間資金を活用した市街地再生）、
千里やバンクーバーで確認できる資本の論
理に基づいた民間主導の再開発事業が不可
欠である。他方で、こうした再生事業が進展
することにより経済的に恵まれない旧来か
らの居住者が暮らし難くなる事態は避けな
ければならない。当該地域を今日まで牽引し
てきた人々と若い転入者の相互扶助に基づ
くコミュニティが歩み始めたとき、はじめて
長期的かつ持続的な発展が約束されるので
はないか。 
 持続的発展に向けた処方箋の第一歩は、若
年世帯の転入を促すような住宅供給にある。
バランスの取れた人口構成は当該地域の消
費活動を活性化する。輪廻のように自己再生
を繰り返すコミュニティを創出するために、
地理学はもとより多様な研究領域で得られ
た成果をインテグレイトしていく必要があ
る。 
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